


ラムサール条約には

①保全・再生 ②ワイズユース(賢明な利用）③交流・学習の3つ

の基盤となる考え方があります。地元小中学生からの声で立ち

ラムサール条約登録20周年

標高　

登録面積　

「坊」は法華院などの坊（僧侶の住むところ）があった

ことから、「ツル」は流れの畔の平地を意味することから

「坊ガツル」と呼ばれています。

草原保全にかかわる全国の仲間が一堂に会し、草原について語

り合う場として、2026年9月に九重町で「全国草原サミッ

ト・シンポジウム」が開催されます。

アクセス アクセス

サワオグルマ

ハルリンドウ

リュウキンカ

徒歩2～2時間半

くじゅう連山北麓に広

がる飯田高原南部に位

置し、火山活動によっ

てできた扇状地

ノハナショウブ

ハンカイソウ

サワギキョウ

マツムシソウ

アキノキリンソウ

アケボノソウ

 サクラソウ

マイヅルソウ

指山湧水や湯沢湧水、雨水などが

山麓から湿原の地中を流れ、タデ

原を流れる白水川と合流し、遠く

筑後川まで繋がっています。

たべると

ピリッと辛い

やまなみハイウェイ（県道11号線）沿い

長者原ビジターセンター隣接地

所在地　

 約1,200～1,300m 約1,000m

 約53ヘクタール 約38ヘクタール

現在の問題～これから

1971年にイランのラムサールで開かれた会議でつくられた条約で、正式名称は、「特に水鳥の生息地として国際的

に重要な湿地に関する条約」といいますが、採択の地にちなみ、一般的に「ラムサール条約」と呼ばれています。

水鳥が休んだり餌を取ったりするのに大切な湿地を保護するための国際的な取り決めで、日本では2025年現在、

54カ所の湿地が登録されています。タデ原湿原と坊ガツル湿原は2005年11月8日、アフリカのウガンダで開催さ

れた第９回ラムサール条約締約国会議で登録されました。

草原サミット
法華院温泉山荘の起源は法華院白水

寺というお寺で、この白水寺を中心

にくじゅうの山岳信仰が栄えまし

た。開山は、なんと正中元(1324)

年！明治15(1882)年に起きた火災

以降、一般の人も宿泊できる山荘と

なり、九州最高所の温泉地としても

知られています。

ワイズユーズ

タデ原湿原と坊ガツル湿原は、阿蘇くじゅう国立公園内にあり、20以上もの火山群が連な

るくじゅう連山の山頂帯と山麓湧水地に形成された国内最大級の中間湿原*です。国際的に

重要な湿地として2005年「ラムサール条約」に登録され、2025年で20周年を迎えます！

今号はこれを記念して、タデ原湿原と坊ガツル湿原を紹介していきます。

ラムサール条約とは

坊ガツルの四季 タデ原の四季

坊ガツル湿原 タデ原湿原

坊ガツルキャンプ場

法華院温泉山荘

坊ガツル湿原とは タデ原湿原とは

地域に伝わる「朝日長者伝説」の長者が好んで食して

いた「ヤナギタデ」という植物の名前から「タデ原」

と呼ばれるようになりました。

やまなみハイウェイ沿いにあ

り、木道が整備され散策を楽し

めるとともに、坊ガツルや三俣

山への登山口として登山客にも

親しまれている場所です。

野焼き
くじゅうの春の風物詩でもある野焼

きですが、1960年代から農家の減

少などの影響を受け、徐々に行われ

なくなっていきました。タデ原湿原

や坊ガツル湿原でも一時期途絶えま

したが、地元有志を中心に復活を遂

げたことがラムサール条約登録に大

きく貢献しました。

くじゅうを代表する湿原である坊ガツル湿原とタデ

原湿原ですが、近年はシカによる希少植物等の食害

の影響が顕著にみられるようになり、タデ原湿原で

は一部にシカ柵を設置し、希少植物を保護するなど

の取組が行われていますが、地域の力だけでは人材

や資金が不足するため多くの方の支援を必要として

います。
タデ原湿原のシカ柵設置の様子。

キャンプ場や法華院温泉山荘を有

し、くじゅう登山の一大拠点とし

て、さらに「坊ガツル賛歌」のモ

デル地としても知られる場所で

す。

くじゅう連山のほぼ中央に位置する無料のキャンプ場。トイレ

や炊事場が整備されており、ここを拠点にくじゅう登山を長期

間楽しむこともできます。

毎年春には野焼きが行われ、貴重な

湿原の自然は地元の人やボランティ

アによって守られています。テント

はトイレや炊事場周辺のキャンプサ

イトに必ず設置し、ゴミは持ち帰る

等ルールを守ってお楽しみ下さい。

坊ガツル湿原 タデ原湿原

①長者原登山口（タデ原）から徒歩2～2時間半

大分県竹田市

春

夏秋

冬

※野焼きは危険を伴うため、実施日の一般公開はしておりません。

上がった「チームタデ原」は今年で

結成10周年。くじゅうの自然を引き

継いでいくために、キッズガイド、

草こづみ作り、野焼き活動への参加

など様々な活動を継続的に行ってい

ます。

大分県九重町

②吉部登山口から徒歩2～2時間半
③一番水登山口から徒歩2時間半～３時間

周囲を中岳、三俣山、

大船山など1700ｍ級

の山々に囲まれた盆地

2000年（平成12年）坊ガツル湿原では

32年ぶりに野焼きが再開した。

1997年（平成9年）タデ原湿原では

8年ぶりに野焼きが再開した。

春

秋

冬

＊低層湿原（地下水や雨水等が流れ込む栄養が多い湿原）と、

   高層湿原（雨水だけで栄養が少ない湿原）の中間の性質も持つ湿原

※坊ガツルへは徒歩でしか行けません！

鳴子川や大船山山麓の湧水に加え、

年間降水量3,700㎜もの雨水が伏流

水となって湿原を潤しています。

マ ン サ ク

（初春）

夏夏

Bogaturu Tadewara

ヤナギタデ

オタカラコウ

  リンドウ

ヤマラッキョウ

　ヒゴタイ

 ｺｳﾗｲﾄﾓｴｿｳ

サイヨウシャジン

　キスミレ

「野焼き文化と草原のめぐみ」を未来へつなぐ

ため、野焼きや草原の植物・生きものを守るた

めに私たちができることは？保全の知識や技術

を共有し、草原を未来につなげていくことを目

標としています。

ほとり

せんじょう

秋

冬

散策コース　

A-約20分

B-約40分

C-約1時間


